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スパイスファクトリー株式会社との資本業務提携に関するお知らせ 

 

当社は、スパイスファクトリー株式会社（以下、「スパイスファクトリー」）との間で、資本業

務提携を行うことについて合意いたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．資本業務提携の理由 

デジタル技術の急速な進化とともに、様々な業種・業界において CRM・デジタルマーケティング

等の顧客接点系のサービス開発への投資が活発となっています。こうした状況下、顧客体験価値

（CX）を向上させるユーザーを中心に見据えたサービスデザインのアプローチが重要となって

きます。具体的には、デザイン思考を活かした要件整理や仮説・検証サイクルによるユーザーを

中心に据えたニーズ検証、生成 AI をはじめとする多様な技術の中から最適な組み合わせを選択

しシステムへ実装する力などが不可欠と考えております。 

今回提携するスパイスファクトリー社は事業・サービス構想の支援に抽象度の高い上流工程か

ら参画し、UI/UX デザイン、アジャイルでのシステム実装、マーケティングまで全方位で支援し

ており、数多くの社会的インパクトの大きいプロジェクトの成功事例を持つ、360°デジタルイ

ンテグレーターとして顧客体験の向上に必要な要素を兼ね備えた企業です。 

スパイスファクトリー社のデザイン力とスタートアップの俊敏性、当社の安定した事業基盤と

大規模システム開発の力を融合させ、顧客体験価値（CX）領域を含めた顧客の新たな事業・サー

ビスの創造をサポートしてまいります。 

 

２．資本業務提携の内容 

本提携により、以下の取り組みを推進していきます。 

・UI/UX 設計の最適化 

ユーザー体験を重視した直感的で使いやすいシステムの設計を強化し、DTS が提供するシステム



基盤と融合させることで、実用性と利便性を両立させた DX ソリューションを展開。 

 

・アジャイル開発支援 

従来のウォーターフォール型開発にとどまらず、スピーディなプロトタイピングと柔軟な開発

手法を導入し、短期間での価値創出を可能にする開発プロセスを提供。DTS の大規模開発ノウハ

ウとスパイスファクトリーのアジャイルマインドを融合し、迅速な DX 推進を実現。 

 

・DX コンサルティングの強化 

業界ごとの課題を分析し、最適なデジタル戦略を策定。特に、スパイスファクトリーのデザイン

思考を活かし、クライアントの事業目標に沿った DX のロードマップを構築し、戦略から実装ま

で一気通貫でサポート。 

 

・システム設計・基盤構築の一貫対応 

DTS の大規模システム開発の知見とスパイスファクトリーのアジャイル開発力を掛け合わせ、企

業規模や業種を問わず柔軟なシステムアーキテクチャの構築を支援。レガシーシステムの DX 推

進や、最新技術の導入・統合にも対応可能な体制を整備。 

 

３．業務提携の相手先の概要 

（１） 名 称 スパイスファクトリー株式会社 

（２） 所 在 地 東京都港区台場二丁目３番１号 トレードピアお台場 20 階南 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 高木 広之介 

（４） 事 業 内 容 360°デジタル・インテグレーション事業 

（５） 資 本 金 50 百万円 

（６） 設 立 年 月 日 2016 年３月 10 日 

（７） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

※本件は任意開示であり、当該会社及び株主との契約による守秘義務に基づき、大株主及び持ち

株比率、並びに経営成績及び財政状態、取得価格は非開示とさせていただきます。なお、取得価

額につきましては、第三者機関によるデューデリジェンスを実施し、類似企業比較法、DCF 法に

基づく株式価値評価結果を勘案し、公正妥当と考えられる金額にて取得することを決定してお

ります。 

 

４．資本業務提携の日程 

資本業務提携契約締結日：2025 年３月５日 

株式取得開始日：2025 年３月 19 日（予定） 



 

５．今後の見通し 

今回の業務提携は、当期の業績に与える影響は軽微でありますが、両社の企業価値の向上に資す

るものであり、中長期的な業績への寄与が期待できるものと考えております。なお、開示すべき

事項が発生した場合には速やかに開示いたします。 

 

以 上 


